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論文の構成

本論文は３つの部分で構成されている。第 1 部では，大学生における自閉症スペクトラム傾向と創造

性との関係に関するー研究の背景を述べ（第 1 章），序論で述べたような背景を受け，これまで自閉症ス

ペクトラムの起源と歴史、定義と特徴と創造性の文献レビューの研究を行った後、自閉症スペクトラムと創

造性との関連性について検討し、調査の目的へとつなげる（第 2 章）。第 2 部においては，中国の大学

生における自閉症傾向と創造的能力に関する調査１、日本の大学生における自閉症傾向と創造的態度

に関する調査 2、日中大学生の高自閉症スペクトラム傾向の思考スタイルの比較について調査 3 を行っ

た（第 3 章）。第 3 部では，これらの調査により分かったことや残された問題点，今後の展開などについて

触れていくことにする（第 4 章）。

目的

自閉症スペクトラムと創造性との関連は近年から論じされており、Gillberg (2002)は、「忍耐、完璧さへ

の欲動、すぐれた具体的知性、社会習慣を無視する能力、そして他人の意見や批判を気にしすぎないこ

とは、有利な点と考えうるし、おそらくある種の新しい考えや創造性に必要条件であるかもしれない」と述

べている。しかし、中国や日本ではこのような視点からの研究は少ない。そこで、本研究では、自閉症ス

ペクトラムの特徴を多く有するほど、創造性が多いのではないかと予測し、自閉症スペクトラムと創造性の

関連性を検討する。中国と日本の健常大学生を対象とした自閉症スペクトラム傾向と創造性との関係に

ついて検討することを第一の目的とした。

さらに、Grandin (Grandin,2013 中尾監訳 2014 ）は、自閉症スペクトラムの特性理解の新たな方

法・視点が必要である事を指摘している。その特性の確認のために、個人の特徴を表す概念の１つとして、

Sternberg（1997）によって提唱された「思考スタイル」がある。自閉症スペクトラムの特性として知られる 5

領域と思考スタイルはどのように関わっているかを分析することを第二の目的とした。

第三の目的として、創造性の評価で用いたらた尺度は日中で異なるため比較から除外と日中で同じ尺

度を用いた自閉症スペクトラム指数と思考スタイルを検討する。

結果と考察

本研究では、自閉症スペクトラムの特徴を多く有するほど、創造性が多いのではないかと予測し、中国

と日本の健常大学生を対象とした自閉症スペクトラム傾向と創造性との関係について検討した。さらに、

自閉症スペクトラムの特性として知られる5領域と思考スタイルはどのように関わっているかを分析すること

を行った。最後、創造性の評価で用いた尺度は日中で異なるため比較から除外し日中で同じ尺度を用い

た自閉症スペクトラム指数と思考スタイルを検討した。

第三章の調査 1 で、中国人大学生における自閉症スペクトラム傾向が高いと，創造性能力が低いこと
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が明らかになった。先行研究の予測された結果と一致しなかったが、自閉症スペクトラム傾向と同じように、

創造性もスペクトラムが存在する可能性が推測された。本研究の対象者は健常大学生であったために、

明らかに自閉症スペクトラムの創造性を評価できるかどうかと考えている。したがって、本研究は、定型発

達者を対象とした自閉症スペクトラム傾向と創造性の関連において適用できない可能性があると考えてい

る。そして、自閉症スペクトラムの下位因子を基準変数とした重回帰分析について行った。その結果より、

中国人の大学生の思考スタイルの中で順守型および革新の人であるほど自閉症スペクトラム傾向が高い

ことが明らかになった。今回の調査の対象者は理系に所属する大学生であり、男性が多かったことが、先

行研究の予測された結果と一致しなかった一要因であると考えている。今後、調査サンプルの多数の専

攻、性別差の注意が必要だと考えている。

第三章の調査２で、日本人大学における自閉症スペクトラム傾向の注意の切り替えは創造的態度（細

心さ）との関連が明らかになった。自閉症スペクトラム傾向の細部への注意は創造的態度の自己信頼感と

細心さと関連が明らかになった。つまり、自閉症スペクトラム傾向の種類によって，創造性態度が関連する

ものとそうでないものが存在すると考えられる。今後の研究で、重要な要因として検討の必要がある。

そして、日本人の大学生の思考スタイルの中で微視型および保守型の人であるほど自閉症スペクトラ

ム傾向が高かったことが明らかになった。調査 1 と同じで、調査のサンプルの多数の専攻、性別差の注意

が必要だと考えている。

第三章の調査 3 で、日本と中国の 13 種の思考スタイルの中で、評価型、単独型、微視型、革新型にお

いて文化差が明らかになった。現在，日本において中国人留学生の数が増えてきている。それゆえ，日

中の大学生では、相互に理解することが役割が出るかもしれない。日中大学生の高自閉症スペクトラム傾

向の思考スタイルの比較について、序列型と保守型では、高自閉症スペクトラム傾向の日本人の大学生

は高自閉症スペクトラム傾向の中国の大学生より高く評価している。一方、革新型は高自閉症スペクトラ

ム傾向の中国の大学生は高自閉症スペクトラム傾向の日本人の大学生より高く評価している。これらによ

りで、Mandell, D. S., Wiggins, L. D., Carpenter, L. A., Daniels, J., DiGuiseppi, C., Durkin, M.

S., & Shattuck, P. T. (2009)では、ASD の認識において人種差があることを報告していることにつなが

る可能性に示唆されている。

最後に今後の課題について述べる。1 つは、診断を有する自閉症スペクトラム者と創造性の関連を検

討する必要がある。２つは、自己記入式の創造性尺度で、自閉症スペクトラム傾向を持つ者の創造性を

確認できないという問題があるために、今後の研究で、他の創造性テストを用いた質的な観点も含めた

データを収集するべきだと考える。
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